
当院では、症状・診療場面・患者リスク・流行状況に応じたマスク着用を行います。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

北千葉整形外科からのお知らせ

着用しても、着用しなくても

マスクの着用をお願いする場面

咳・くしゃみ・鼻水・発熱

のどの痛みなど、

体調のすぐれない方

職員が感染対策・診療上の

必要があると判断した場合

入院中の患者様
面会時

（病棟では原則、着用をお願いします）

感染症が流行している時期や、

院内で感染者が確認された場合

マスクを外してよい場面の例

待合・診察・会計など

（症状がない場合）

リハビリでの運動

（エアロバイクなど）
※息切れや暑さ、不快感がある場合は

外してかまいません

お願い

着用希望の方がいらっしゃいます。お互いに思いやりを持ってご配慮ください。

咳やくしゃみが出るときは、ティッシュ・ハンカチ・袖などで口と鼻を覆い、

使用後は廃棄・手指衛生をお願いします。手で直接覆わないでください。

職員から着用をお願いされたときは、速やかにマスクを着用してください。

（マスクをお持ちでない場合はご購入いただくことになります。あらかじめご了承ください）

流行状況や院内の状況に応じて、マスク着用のルールを見直すことがあります。

皆様のご理解とご協力をお願いいたします。

北千葉整形外科 感染症対策委員会
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